
２．しがの流域治水
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「しがの流域治水」
～地域性を考慮した総合的な治水対策の展開～

人命
最優先
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1時間50mm以上の雨 → 増加している（全国）
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1976～1985
平均174回/年

1986～1995
平均184回/年

1996～2005
平均223回/年

2006～2015
平均230回/年



河川整備には長い時間がかかります。
（
億

円
）

■災害復旧助成事業費
■単独河川改良事業費
■補助河川改良事業費

（
億

円
）

維持管理費の推移（当初予算額）（上段）、河川改修事業費の推移（当初予算額）（下段）

治水安全度1/10を確保するためには今後100年以上要する。
（残事業費6,000億円÷57億円／年＝約105年）

■維持管理費

95.5
86.8

72.2 72.9
63.7 60.2

51.1

37.9 35.8 37.9 35.3
42.8

55.2 57.5 56.1
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■100年に一度の洪水でも耐えられる堤防が完成し、上流にダム
もありました。
■新潟県下で死者15名，全壊家屋70棟，床上浸水・床下浸水合
わせ8,295棟。 新潟県三条市の様子

写真）新潟県三条市HP

「治水に完全はない」

平成16年7月 新潟豪雨災害 五十嵐川・刈谷田川
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半永久的に水害リスクが残る箇所

低平地（干拓地など）低平地（干拓地など）
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滋賀県「開発行為に関する技術基準」
から抜粋
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上図に示す【くぼみ】や【せき止められている】ところは、
河川整備の進捗にかかわらず水が集中する。


